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〈2022年度入学生〉

区分 授 業 科 目 年次 開講
時期

単位数 時間 コマ 卒業要件
（合計 128 単位以上） 備考

大区分 小区分 必修 選択 自由

基
礎
分
野

キ
リ
ス
ト
教
と
文
化

建学の理念 1 前期 1 15 8
必
修
５
単
位

基
礎
分
野
の
選
択
科
目
か
ら
８
単
位
以
上
修
得

※
多
言
語
支
医
療
支
援
コ
ー
ス
を
修
了
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
■
１
～
７
の
科
目
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

※
■
５
、６
に
つ
い
て
は
、
学
外
で
修
得
し
た
単
位
を
読
み
替
え
る
も
の
と
し
、
■
１
、２
、５
、６
、７
は
多
言
語
医
療
支
援
コ
ー
ス
履
修
許
可
者
以
外
は
履
修
不
可
と
す
る
。

キリスト教学Ⅰ（キリスト教概論） 1 前期 2 30 15
キリスト教学Ⅱ（キリスト教史特論） 4 後期 1 15 8
音楽Ⅰ（基礎） 1 前期 1 30 15
音楽Ⅱ（応用 /音楽療法概論を含む） 1 後期 1 30 15
文化人類学 1 前期集中 2 30 15
生命倫理 1 後期 1 15 8
小　　計� 7 科目 5 4 0 165 84 5

人
間
と
社
会

科学の基礎 1 前期 1 15 8

必
修
３
単
位

生物と地球環境 2 前期 2 30 15
人間の発達と心理 1 前期 1 15 8
人間関係論 1 後期 2 30 15
経済と社会の基礎（社会人入門） 1 前期 2 30 15
社会福祉学 2 前期 1 15 8
ボランティア活動論 1 後期 1 30 15
教育方法論 2 前期 1 30 15
法学（日本国憲法を含む） 1 前期 2 30 15
体育 1 後期 2 30 15
小　　計� 10 科目 3 12 0 255 129 3

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ラーニング・リテラシー 1 前期 1 30 15

必
修
６
単
位

情報リテラシー 1 後期 1 15 8
コミュニケーション・リテラシー 2 前期 1 15 8
Practical�English Ⅰ（大学英語の入門） 1 前期 1 30 15
Practical�English Ⅱ（自己表現力） 1 後期 1 30 15
English�for�Nursing�Ⅰ(Patient�Assessment) 2 前期 1 30 15
English�for�Nursing�Ⅱ (Patient�Care) 2 後期 1 30 15 ■ 1
English�for�Nursing�Ⅲ(Patient�Education) 3 前期 1 30 15 ■ 2
English�Reading�&�Translation 4 前期 1 15 8
Short�Overseas�Nursing�Study 1 後期集中 3 45 23
韓国の言語と文化 1 前期 1 30 15
中国の言語と文化 1 前期 1 30 15
Pre-Nursing�English Ⅰ（Health�Professionals） 1 前期 1 30 15 ■ 3
Pre-Nursing�English Ⅱ（Healthy�Living） 1 後期 1 30 15 ■ 4
Intercultural�Communication 3 前期 2 30 15 ■ 5
Cross�Cultural�Communication�Strategies 4 後期 2 30 15 ■ 6
小　　計� 16 科目 6 14 0 450 227 6

中　　計� 33 科目　　　　　　 14 30 0 870 440 14

専
門
基
礎
分
野

人
体
の
科
学

生命科学 1 後期 2 30 15
必
修
10
単
位

形態機能学Ⅰ（内部環境の恒常性、恒常性維持のための物流の流通・調整機構、日常生活動作「動く」） 1 前期 1 30 15
形態機能学Ⅱ（食べる、息をする、トイレに行く（排尿・排便）、話す・聞く、眠る・風呂に入る、子どもを産む） 1 前期 1 30 15
形態機能学演習 1 後期 2 30 15
薬理学 2 後期 2 30 15
微生物学・感染学 1 後期 2 30 15
小　　計� 6 科目 10 0 0 180 90 10

疾
病
の
成
り
立
ち
と
回
復

病理学概論 1 後期 1 15 8

必
修
７
単
位

病態・疾病論Ⅰ（治療総論） 1 後期 1 15 8
病態・疾病論Ⅱ（呼吸・循環・腎・泌尿器系） 1 後期 1 30 15
病態・疾病論Ⅲ（消化器・脳神経・筋・内分泌・代謝系） 2 前期 1 30 15
病態・疾病論Ⅳ（運動器・血液・感染症・アレルギー系） 2 前期 1 15 8
病態・疾病論Ⅴ（小児・精神） 2 前期 1 30 15
生殖・発達学 2 前期 1 15 8
小　　計� 7 科目 7 0 0 150 77 7

生
活
者
の
健
康

公衆衛生学・疫学 1 後期 2 30 15

必
修
12
単
位

保健医療福祉行政論Ⅰ（概論） 2 前期 2 30 15
保健医療福祉行政論Ⅱ（活動論） 2 後期 1 15 8
保健統計学 2 後期 2 30 15
健康教育論 2 後期 1 15 8
健康と栄養 1 前期 2 30 15
精神保健論 2 後期 1 30 15
リハビリテーション看護学 2 前期 1 15 8
小　　計� 8 科目 12 0 0 195 99 12

中　　計� 21 科目　　　　　　 29 0 0 525 266 29
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〈2022年度入学生〉
区分 授 業 科 目 年次 開講

時期
単位数 時間 コマ 卒業要件

（合計 128 単位以上） 備考
大区分 小区分 必修 選択 自由

専
門
分
野

基
礎
看
護
学

看護学概論 1 前期 1 15 8

必
修
11
単
位

専
門
分
野
の
選
択
科
目
か
ら
２
単
位
以
上
修
得

※
１　

保
健
師
国
家
試
験
受
験
資
格
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
＊
１
～
６
の
科
目
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

※
２　

＊
６
の
科
目
に
つ
い
て
は
、
保
健
師
国
家
試
験
受
験
資
格
希
望
申
請
許
可
者
以
外
は
履
修
不
可
。

看護理論 1 後期 1 15 8
ヒューマンケアリング論Ⅰ（基礎） 1 前期 1 15 8
ヒューマンケアリング論Ⅱ（応用） 2 後期 1 15 8
基礎看護学方法論Ⅰ（生活援助技術） 1 前期 2 60 30
基礎看護学方法論Ⅱ（診療援助技術） 1 後期 2 60 30
フィジカルアセスメント 2 前期 1 30 15
看護過程Ⅰ（看護過程の基本） 2 前期 1 15 8
看護過程Ⅱ（応用） 2 後期 1 30 15
小　　計� �9 科目 11 0 0 255 130 11

地
域
・
在
宅
看
護
学

地域・在宅看護論（地域看護学） 1 後期 1 15 8
６
単
位

在宅看護学概論 2 後期 1 15 8
在宅看護援助論Ⅰ（在宅看護の展開） 2 後期 1 15 8
在宅看護援助論Ⅱ（在宅看護のシステム） 3 前期 1 15 8
在宅看護技術論 3 前期 2 30 15
小　　計� 5 科目 6 0 0 90 47 6

成
人
看
護
学

成人看護学概論 1 後期 1 15 8 必
修
６
単
位

成人看護援助論Ⅰ（慢性期） 2 前期 2 30 15
成人看護援助論Ⅱ（急性期） 2 後期 2 30 15
成人看護援助論演習 3 前期 1 30 15
小　　計� 4 科目 6 0 0 105 53 6

老
年
看
護
学

老年看護学概論 2 前期 1 15 8 必
修
４
単
位

老年看護援助論 2 後期 2 30 15
老年看護援助論演習 3 前期 1 30 15
小　　計� 3 科目 4 0 0 75 38 4

母
性
看
護
学

母性看護学概論 2 後期 1 15 8 必
修
４
単
位

母性看護援助論Ⅰ（妊娠・分娩期） 2 後期 1 15 8
母性看護援助論Ⅱ（産褥・新生児期） 3 前期 1 15 8
母性看護援助論演習 3 前期 1 30 15
小　　計� 4 科目 4 0 0 75 39 4

小
児
看
護
学

小児看護学概論 2 後期 1 15 8 必
修
４
単
位

小児看護援助論Ⅰ（症状を示す子どもの看護） 2 後期 1 15 8
小児看護援助論Ⅱ（健康レベルに応じた子どもの看護） 3 前期 1 15 8
小児看護援助論演習 3 前期 1 30 15
小　　計� 4 科目 4 0 0 75 39 4

精
神
看
護
学

精神看護学概論 2 前期 1 15 8 必
修
４
単
位

精神看護援助論 3 前期 2 30 15
精神看護援助論演習 3 前期 1 30 15
小　　計� �3 科目 4 0 0 75 38 4

公
衆
衛
生
看
護
学

公衆衛生看護学概論 2 前期 2 30 15

必
修
４
単
位

公衆衛生看護方法論Ⅰ（個人・家族の支援） 2 後期 2 30 15
公衆衛生看護方法論Ⅱ（集団・組織の支援） 3 前期 2 30 15 ＊1
公衆衛生看護活動論Ⅰ（地域診断の基礎） 3 前期 2 30 15 ＊2
公衆衛生看護活動論Ⅱ（地域診断の応用） 3 後期集中 1 30 15 ＊3
公衆衛生看護管理論Ⅰ（地域ケアシステム） 4 前期 2 30 15 ＊4
公衆衛生看護管理論Ⅱ（地域保健計画） 4 後期 1 15 8 ＊5
小　　計� 7 科目 4 8 0 195 98 4

看
護
の
統
合
と
実
践

看護研究入門 3 前期 1 30 15

必
修
９
単
位

ヒューマンケアリング論Ⅲ（統合） 4 前期 1 15 8
災害看護学 3 前期 1 15 8
国際看護学 4 前期 1 15 8
看護管理学 4 前期 2 30 15
看護倫理学 4 後期 1 15 8
クリティカルケア 4 後期 1 15 8
Stories�from�Non-Japanese�Patients 4 前期 1 30 15 ■ 7
エンド・オブ・ライフケア 4 後期 1 15 8
総合看護演習 4 後期 1 30 15
卒業研究Ⅰ（課題の探求） 4 前期 1 30 15
卒業研究Ⅱ（論文作成） 4 後期 2 60 30
看護総合セミナーⅠ（基礎） 4 前期 1 30 15
看護総合セミナーⅡ（応用） 4 後期 1 30 15
小　　計� �14 科目 9 5 2 360 183 9
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〈2022年度入学生〉
区分 授 業 科 目 年次 開講

時期
単位数 時間 コマ 卒業要件

（合計 128 単位以上） 備考
大区分 小区分 必修 選択 自由

専
門
分
野

臨
地
実
習

基礎看護学実習Ⅰ（コミュニケーション実習） 2 前期 1 30 -

必
修
23
単
位

基礎看護学実習Ⅱ（看護過程実習） 2 後期 2 60 -
成人看護学実習（急性期） 3 後期 3 90 -
成人看護学実習（慢性期） 3 後期 3 90 -
老年看護学実習 3 後期 3 90 -
母性看護学実習 3 後期 2 60 -
小児看護学実習 3 後期 2 60 -
精神看護学実習 3 後期 2 60 -
在宅看護学実習 3 後期 2 60 -
公衆衛生看護学実習 4 前期

後期 5 150 - ＊ 6
看護学総合実習 4 前期 3 90 -
小　　計� �11 科目 23 5 0 840 0 23

中　　計� �64 科目　　　　　　 75 18 2 2145 665 75
合　　計� 118 科目 118 48 2 3540 1371 118 10
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English for NursingⅠ

English for NursingⅡ

English for NursingⅢ

Stories from Non-Japanese Patients

International Communication※

Cross-Cultual Health Practices※

※印は福岡女学院大学国際

　キャリア学部開講科目を履修し

本学開講科目と読替る。

看護の統合と実践

＜必修＞看護研究入門　ヒューマンケアリング論Ⅲ（統合）　災害看護学　看護管理学　看護倫理学　

　　　　卒業研究Ⅰ（課題の探求）　卒業研究Ⅱ（論文作成）

＜選択＞国際看護学　クリティカルケア　Stories from Non-Japanese Patients　エンド・オブ・ライフケア　

　　　　総合看護演習

＜自由＞看護総合セミナーⅠ（基礎）　看護総合セミナーⅡ（応用）

【実習】看護学総合実習

〔成　　　人〕成人看護学概論　成人看護援助論Ⅰ（慢性期）　成人看護援助論Ⅱ（急性期）成人看護援助論演習　

　　　　　　 老年看護学概論

 【実習】 成人看護学実習（急性期）　成人看護学実習（慢性期）

〔老　　　年〕老年看護学概論　老年看護援助論　老年看護援助論演習　

  【実習】老年看護学実習

〔母　　　性〕母性看護学概論　母性看護援助論Ⅰ（妊娠・分娩期）　母性看護援助論Ⅱ（産褥・新生児期）　

  母性看護援助論演習

  【実習】母性看護学実習

〔小　　　児〕小児看護学概論　小児看護援助論Ⅰ（症状を示す子どもの看護）

  小児看護援助論Ⅱ（健康レベルに応じた子どもの看護）　小児看護援助論演習

 【実習】 小児看護学実習

〔精　　　神〕精神看護学概論　精神看護援助論　精神看護援助論演習

 【実習】 精神看護学実習

〔地域・在宅〕地域・在宅看護論（地域看護学）在宅看護学概論　在宅看護援助論Ⅰ（在宅看護の展開）　

  在宅看護援助論Ⅱ（在宅看護のシステム）　在宅看護技術論

 【実習】 在宅看護学実習

〔公　衆　衛　生〕公衆衛生看護学概論　公衆衛生看護方法論Ⅰ（個人・家族の支援）

　　　〈選択〉 公衆衛生看護方法論Ⅱ（集団・組織の支援）公衆衛生看護活動論Ⅰ（地域診断の基礎）

  公衆衛生看護活動論Ⅱ（地域診断の応用）　公衆衛生看護管理論Ⅰ（地域ケアシステム）　

  公衆衛生看護管理論Ⅱ（地域保健計画）

〔基礎看護学〕看護学概論　看護理論　ヒューマンケアリング論Ⅰ（基礎）　ヒューマンケアリング論Ⅱ（応用）　

　　　　　　 基礎看護学方法論Ⅰ（生活援助技術）　基礎看護学方法論Ⅱ（診療援助技術）　フィジカルアセスメント　

　　　　　　 看護過程Ⅰ（看護過程の基本）　看護過程Ⅱ（応用）

　　　　　　　【実習】基礎看護学実習Ⅰ（コミュニケーション実習）　基礎看護学実習Ⅱ（看護過程実習）

生命科学

形態機能学Ⅰ（内部環境の恒常性、

恒常性維持のための物流の流通・

調整機構、日常生活動作「動く」）

形態機能学Ⅱ（食べる、息をする、

トイレに行く(排尿・排便)、話す・

聞く、眠る・風呂に入る、子どもを産む）

形態機能学演習

薬理学

微生物学・感染学

病理学概論

病態・疾病論Ⅰ（治療総論）

病態・疾病論Ⅱ（呼吸・循環・腎・泌尿器系）

病態・疾病論Ⅲ（消化器・脳神経・筋・内分泌・代謝系）

病態・疾病論Ⅳ（運動器・血液・感染症・アレルギー系）

病態・疾病論Ⅴ（小児・精神）

生殖・発達学

人体の化学 疾病の成り立ちと回復
公衆衛生学・疫学

保健福祉行政論Ⅰ（概論）

保健福祉行政論Ⅱ（活動論）

保健統計学

健康教育論

健康と栄養

精神保健論

リハビリテーション看護学

〈必修〉
ラーニング･リテラシー
情報リテラシー
コミュニケーション・リテラシー
Practical EnglishⅠ（大学英語の入門）
Practical EnglishⅡ（自己表現力）
English for NursingⅠ（Patient Assessment）

〈選択〉
English for NursingⅡ（Patient Care）
English for NursingⅢ（Patient Education）
English Reading＆Translation
Short Overseas Nursing Study
韓国の言語と文化
中国の言語と文化
Pre-Nursing EnglishⅠ（Health Professionals）
Pre-Nursing EnglishⅡ（Healthy Living）
Intercultural Communication
Cross Curtural Communication Strategies

生活者の健康

コミュニケーション
〈必修〉
人間の発達と心理
人間関係論

〈選択〉
科学の基礎
生物と地球環境
経済と社会の基礎（社会人入門）
社会福祉学
ボランティア活動論
教育方法論
法学（日本国憲法を含む）
体育

人間と社会

〈必修〉
建学の理念
キリスト教学Ⅰ（キリスト教概論）
キリスト教学Ⅱ（キリスト教史特論）
生命倫理

〈選択〉
音楽Ⅰ（基礎）
音楽Ⅱ（応用/音楽療法概論を含む）
文化人類学

キリスト教と文化

①保健師コース

多文化への理解を深め、語学（英
語）力、コミュニケーション力を
備えた看護職を育成するコース。
入学時にコース受講の要件を満た
し、かつ1年次末に希望申請を行っ
た者の中から選考し受講者を決定
する。 ※2021年度より2年生からの
編入制度あり

① 保健師コース

卒業時に保健師免許受験資格の
取得をするためのコース。
2年次末に希望申請を行い、選
考の結果受講者が決定する。

〈必修〉　　　　　　　　　　

公衆衛生看護方法論Ⅱ　

（集団・組織の支援）

公衆衛生看護活動論Ⅰ

（地域診断の基礎）

公衆衛生看護活動論Ⅱ

（地域診断の応用）

公衆衛生看護管理論Ⅰ

（地域ケアシステム）

公衆衛生看護管理論Ⅱ

（地域保健計画）

【実習】

公衆衛生看護学実習

②多言語医療支援コース

② 多言語医療支援コース
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〈2022年度入学生〉
区分 授　　業　　科　　目 年次 1年次 2年次 3年次 4年次 単位数 時間 コマ 卒業要件

（合計128単位以上） 備考大区分 小区分 前期後期前期後期前期後期前期後期必修選択自由

基
礎
分
野

キ
リ
ス
ト
教
と
文
化

建学の理念 1 1 15 8

必
修
５
単
位

基
礎
分
野
の
選
択
科
目
か
ら
８
単
位
以
上
修
得

※
多
言
語
支
医
療
支
援
コ
ー
ス
を
修
了
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
■
１
～
７
の
科
目
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

※
■
５
、６
に
つ
い
て
は
、
学
外
で
修
得
し
た
単
位
を
読
み
替
え
る
も
の
と
し
、
■
１
、２
、５
、６
、７
は
多
言
語
医
療
支
援
コ
ー
ス
履
修
許
可
者
以
外
は
履
修
不
可
と
す
る
。

キリスト教学Ⅰ（キリスト教概論） 1 　 2 30 15
キリスト教学Ⅱ（キリスト教史特論） 4 1 15 8
音楽Ⅰ（基礎） 1 1 30 15
音楽Ⅱ（応用 /音楽療法概論を含む） 1 1 30 15
文化人類学 1 ※集中講義 2 30 15
生命倫理 1 1 15 8
小　　計� 7 科目 5 4 0 165 84 5

人
間
と
社
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

科学の基礎 1 1 15 8

必
修
３
単
位

生物と地球環境 2 2 30 15
人間の発達と心理 1 1 15 8
人間関係論 1 2 30 15
経済と社会の基礎（社会人入門） 1 2 30 15
社会福祉学 2 1 15 8
ボランティア活動論 1 1 30 15
教育方法論 2 1 30 15
法学（日本国憲法を含む） 1 2 30 15
体育 1 2 30 15
小　　計� 10 科目 3 12 0 255 129 3
ラーニング・リテラシー 1 1 30 15

必
修
６
単
位

情報リテラシー 1 1 15 8
コミュニケーション・リテラシー 2 1 15 8
Practical�EnglishⅠ（大学英語の入門） 1 1 30 15
Practical�EnglishⅡ（自己表現力） 1 1 30 15
English�for�Nursing�Ⅰ(Patient�Assessment) 2 1 30 15
English�for�Nursing�Ⅱ (Patient�Care) 2 1 30 15 ■ 1
English�for�Nursing�Ⅲ (Patient�Education) 3 1 30 15 ■ 2
English�Reading�&�Translation 4 1 15 8
Short�Overseas�Nursing�Study 1 ※集中講義 3 45 23
韓国の言語と文化 1 1 30 15
中国の言語と文化 1 1 30 15
Pre-Nursing�EnglishⅠ(Health�Professionals) 1 1 30 15 ■ 3
Pre-Nursing�EnglishⅡ (Healthy�Living) 1 1 30 15 ■ 4
Intercultural�Communication 3 2 30 15 ■ 5
Cross�Cultural�Communication�Strategies 4 2 30 15 ■ 6
小　　計� 16 科目 6 14 0 450 227 6

中　　計� 33 科目　　　　　　 14 30 0 870 440 14

専
門
基
礎
分
野

人
体
の
科
学

生命科学 1 2 30 15
必
修
10
単
位

形態機能学Ⅰ（内部環境の恒常性、恒常性維持のための物流の流通・調整機構、日常生活動作「動く」） 1 1 30 15
形態機能学Ⅱ（食べる、息をする、トイレに行く（排尿・排便）、話す・聞く、眠る・風呂に入る、子どもを産む） 1 1 30 15
形態機能学演習 1 2 30 15
薬理学 2 2 30 15
微生物学・感染学 1 2 30 15
小　　計� 6 科目 10 0 0 180 90 10

疾
病
の
成
り
立
ち
と
回
復

病理学概論 1 1 15 8

必
修
７
単
位

病態・疾病論Ⅰ（治療総論） 1 1 15 8
病態・疾病論Ⅱ（呼吸・循環・腎・泌尿器系） 1 1 30 15
病態・疾病論Ⅲ（消化器・脳神経・筋・内分泌・代謝系） 2 1 30 15
病態・疾病論Ⅳ（運動器・血液・感染症・アレルギー系　） 2 1 15 8
病態・疾病論Ⅴ（小児・精神） 2 1 30 15
生殖・発達学 2 1 15 8
小　　計� 7 科目 7 0 0 150 77 7

生
活
者
の
健
康

公衆衛生学・疫学 1 2 30 15

必
修
12
単
位

保健医療福祉行政論Ⅰ（概論） 2 2 30 15
保健医療福祉行政論Ⅱ（活動論） 2 1 15 8
保健統計学 2 2 30 15
健康教育論 2 1 15 8
健康と栄養 1 2 30 15
精神保健論 2 1 30 15
リハビリテーション看護学 2 1 15 8
小　　計� 8 科目 12 0 0 195 99 12

中　　計� 21 科目　　　　　　 29 0 0 525 266 29
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〈2022年度入学生〉
区分 授　　業　　科　　目 年次 1年次 2年次 3年次 4年次 単位数 時間 コマ 卒業要件

（合計128単位以上） 備考大区分 小区分 前期後期前期後期前期後期前期後期必修選択自由

専
門
分
野

基
礎
看
護
学

看護学概論 1 1 15 8

必
修
11
単
位

専
門
分
野
の
選
択
科
目
か
ら
２
単
位
以
上
修
得

※
１　

保
健
師
国
家
試
験
受
験
資
格
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
＊
１
～
６
の
科
目
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

※
２　

＊
６
の
科
目
に
つ
い
て
は
、
保
健
師
国
家
試
験
受
験
資
格
希
望
申
請
許
可
者
以
外
は
履
修
不
可
。

看護理論 1 1 15 8
ヒューマンケアリング論Ⅰ（基礎） 1 1 15 8
ヒューマンケアリング論Ⅱ（応用） 2 1 15 8
基礎看護学方法論Ⅰ（生活援助技術） 1 2 60 30
基礎看護学方法論Ⅱ（診療援助技術） 1 2 60 30
フィジカルアセスメント 2 1 30 15
看護過程Ⅰ（看護過程の基本） 2 1 15 8
看護過程Ⅱ（応用） 2 1 30 15
小　　計� 9 科目 11 0 0 255 130 11

地
域
・
在
宅
看
護
学

地域・在宅看護論（地域看護学） 1 1 15 8

６
単
位

在宅看護学概論 2 1 15 8
在宅看護援助論Ⅰ（在宅看護の展開） 2 1 15 8
在宅看護援助論Ⅱ（在宅看護のシステム） 3 1 15 8
在宅看護技術論 3 2 30 15
小　　計� 5 科目 6 0 0 90 47 6

成
人
看
護
学

成人看護学概論 1 1 15 8 必
修
６
単
位

成人看護援助論Ⅰ（慢性期） 2 2 30 15
成人看護援助論Ⅱ（急性期） 2 2 30 15
成人看護援助論演習 3 1 30 15
小　　計� �4 科目 6 0 0 105 53 6

老
年
看
護
学

老年看護学概論 2 1 15 8 必
修
４
単
位

老年看護援助論 2 2 30 15
老年看護援助論演習 3 1 30 15
小　　計� 3 科目 4 0 0 75 38 4

母
性
看
護
学

母性看護学概論 2 1 15 8 必
修
４
単
位

母性看護援助論Ⅰ（妊娠・分娩期） 2 1 15 8
母性看護援助論Ⅱ（産褥・新生児期） 3 1 15 8
母性看護援助論演習 3 1 30 15
小　　計� 4 科目 4 0 0 75 39 4

小
児
看
護
学

小児看護学概論 2 1 15 8 必
修
４
単
位

小児看護援助論Ⅰ（症状を示す子どもの看護） 2 1 15 8
小児看護援助論Ⅱ（健康レベルに応じた子どもの看護） 3 1 15 8
小児看護援助論演習 3 1 30 15
小　　計� �4 科目 4 0 0 75 39 4

精
神
看
護
学

精神看護学概論 2 1 15 8 必
修
４
単
位

精神看護援助論 3 2 30 15
精神看護援助論演習 3 1 30 15
小　　計　� 3 科目 4 0 0 75 38 4

公
衆
衛
生
看
護
学

公衆衛生看護学概論 2 2 30 15

必
修
４
単
位

公衆衛生看護方法論Ⅰ（個人・家族の支援） 2 2 30 15
公衆衛生看護方法論Ⅱ（集団・組織の支援） 3 2 30 15 ＊ 1
公衆衛生看護活動論Ⅰ（地域診断の基礎） 3 2 30 15 ＊ 2
公衆衛生看護活動論Ⅱ（地域診断の応用） 3 ※集中講義 1 30 15 ＊ 3
公衆衛生看護管理論Ⅰ（地域ケアシステム） 4 2 30 15 ＊ 4
公衆衛生看護管理論Ⅱ（地域保健計画） 4 1 15 8 ＊ 5
小　　計� �7 科目 4 8 0 195 98 4

看
護
の
統
合
と
実
践

看護研究入門 3 1 30 15

必
修
９
単
位

ヒューマンケアリング論Ⅲ（統合） 4 1 15 8
災害看護学 3 1 15 8
国際看護学 4 1 15 8
看護管理学 4 2 30 15
看護倫理学 4 1 15 8
クリティカルケア 4 1 15 8
Stories�from�Non-Japanese�Patients 4 1 30 15 ■ 7
エンド・オブ・ライフケア 4 1 15 8
総合看護演習 4 1 30 15
卒業研究Ⅰ（課題の探求） 4 1 30 15
卒業研究Ⅱ（論文作成） 4 2 60 30
看護総合セミナーⅠ（基礎） 4 1 30 15
看護総合セミナーⅡ（応用） 4 1 30 15
小　　計� 14 科目 9 5 2 360 183 9
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〈2022年度入学生〉

※2018年度以降入学生の進度表は2021年度キャンパスライフP.21を参照。

区分 授　　業　　科　　目 年次 1年次 2年次 3年次 4年次 単位数 時間 コマ 卒業要件
（合計128単位以上） 備考大区分 小区分 前期後期前期後期前期後期前期後期必修選択自由

専
門
分
野

臨
地
実
習

基礎看護学実習Ⅰ（コミュニケーション実習） 2 1 30 -

必
修
23
単
位

基礎看護学実習Ⅱ（看護過程実習） 2 2 60 -
成人看護学実習（急性期） 3 3 90 -
成人看護学実習（慢性期） 3 3 90 -
老年看護学実習 3 3 90 -
母性看護学実習 3 2 60 -
小児看護学実習 3 2 60 -
精神看護学実習 3 2 60 -
在宅看護学実習 3 2 60 -
公衆衛生看護学実習 4 5 150 - ＊ 6
看護学総合実習 4 3 90 -
小　　計� �11 科目 23 5 0 840 0 23

中　　計� 64 科目　　　　　　 75 18 2 2145 665 75
合　　計� 　118 科目 118 48 2 3540 1371 118 10
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〈2022年度入学生〉

※2018年度以降入学生の進度表は2021年度キャンパスライフP.21を参照。
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〈自由〉

26

２
０
１
８
〜
２
０
２
１
年
度

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
造



〈2018～2021年度入学生〉

27

２
０
１
８
〜
２
０
２
１
年
度

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
進
度
表



19

暦
年
学

織
組
学
大

造
構

等
事
行

程
課
育
教

論
病
疾
・
態
病

表
度
進

学
　
籍

援
支
生
学

ム
テ
ス
シ

授
　
業

習
実
地
臨

成
　
績

理
管
康
健

設
施
学
大

履
　
修

活
生
生
学

動
活
外
課

ト
ン
メ
ス
ラ
ハ

止
防

試
　
験

活
生
済
経

上
活
生
生
学

項
事
意
留
の

報
情
人
個

護
保

図
舎
校

表
度
進

〈2018～2021年度入学生〉
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〈2018～2021年度入学生〉
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各種の学生支援システムには本学のホームページからアクセスできます。
他のアクセス方法は別途記載します。

学生ポータルシステム Mission Net（UNIPA）は、大学からのお知らせや休講、補講な
どの確認及び、履修登録、時間割・成績確認等を WEB 上で、学内・学外問わずにイン
ターネットに接続されたパソコンやスマートフォン、タブレットで確認できるシステムで
す。自然災害時の緊急連絡など、大学からの重要なお知らせも配信します。
Mission Net（UNIPA）へのアクセス方法（URL）は下記のとおりです。

①　http://up.fukujo.ac.jp/uprx もしくは右の QR コードからアクセスする。
②　＜ログイン画面＞の User ID（学籍番号）と Password※１を入力する。
　※１：パスワードについては、入学時にメディアオリエンテーションで説明します。

33



授業を補助するツールとして学習支援システム「MOODLE」を2022年度より導入します。
教材の配布、レポートや小テストの実施、講義映像の配信、授業に関するお知らせ等を行う
システムです。MOODLE には Mission Net（UNIPA）の【教育システム】からアクセスで
きます。

＜Mission Netのトップ画面＞

＜MOODLEのログイン画面＞

3

＜Mission Net（UNIPA）の代表的な機能＞

・ 掲示配信（お知らせ配信）
・ 履修登録・確認
・ 成績、時間割の確認
・ シラバスの検索・閲覧
・ ポートフォリオの入力・確認（看護技術到達度など）
・ 授業の出欠状況の確認
・ アンケートの回答
・ 各種マニュアル閲覧（教員のメールアドレスなど）

学籍番号（KK～）gmail.com　＊学籍番号部分には自分の学籍番号が入ります。
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授業を補助するツールとして学習支援システム「MOODLE」を2022年度より導入します。
教材の配布、レポートや小テストの実施、講義映像の配信、授業に関するお知らせ等を行う
システムです。MOODLE には Mission Net（UNIPA）の【教育システム】からアクセスで
きます。

＜Mission Netのトップ画面＞

＜MOODLEのログイン画面＞

3
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次
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次

次

する書類を添付して学務課に
提出してください。
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2022年度以降入学生

3
6

基礎看護学
地域・在宅看護学
成人看護学
老年看護学
母性看護学
小児看護学
精神看護学
公衆衛生看護学
看護の統合と実践
臨地実習

11
6
6
4
4
4
4
4
9
23
77
128
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34

履
　
修

前年度の年度GPA

3.00以上

2.50以上3.00未満

2.50未満

履修登録上限単位数

54単位

52単位

50単位

35

履
　
修
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履
　
修

前年度の年度GPA

3.00以上

2.50以上3.00未満

2.50未満

履修登録上限単位数

54単位

52単位

50単位

35

履
　
修

「Short Overseas Nursing Study」など）
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36

　

（2019年度以降の入学生）

　2 年次から開講される各実習科目ならびに一部の講義科目を履修するためには、下記の履修要件を満たさな
ければなりません。
1）「基礎看護学実習Ⅰ（コミュニケーション実習）」（2年次前期実施予定）
「看護学概論」、「基礎看護学方法論Ⅰ（生活援助技術）」、「基礎看護学方法論Ⅱ（診療補助技術）」、およ
び「ヒューマンケアリング論Ⅰ（基礎）」の単位をすべて修得していること。

2）「基礎看護学実習Ⅱ（看護過程実習）」（2年次後期実施予定）
下記のa）b）両方の条件を満たしておくこと。

　a）「基礎看護学実習Ⅰ（コミュニケーション実習）」、「看護過程Ⅰ（看護過程の基本）」および「フィジカルアセ
スメント」の単位を修得していること。

　b）「看護過程Ⅱ（応用）」および「ヒューマンケアリング論Ⅱ（応用）」において、〔未履修登録の科目〕または
〔F評価となった科目〕がないこと。
3）臨地実習（3年次後期）
1 年次から3 年次前期までに開講される【専門基礎分野】【専門分野Ⅰ】および【専門分野Ⅱ】においてす
べての必修科目の単位を修得していること。

4）「看護学総合実習」（4年次前期）
3年次後期に開講される実習科目において、すべての単位を修得していること。ただし、別途定めた条件（※）
により、不合格となった実習科目が原則 1科目の場合は、その限りではない。

5）「公衆衛生看護学実習」（4年次後期）※保健師コース履修者のみ
3 年次後期に開講される実習科目において、すべての単位を修得していること。

6）「ヒューマンケアリング論Ⅱ（応用）」（２年次後期）
「基礎看護学実習Ⅰ（コミュニケーション実習）」の単位を修得していること。
7）「ヒューマンケアリング論Ⅲ（統合）」（4年次前期）
「看護学総合実習」を履修登録していること。
8）「看護過程Ⅱ（応用）」（2年次後期）
「看護過程Ⅰ（看護過程の基本）」の単位を修得していること。

　2 年次から開講される各実習科目ならびに一部の講義科目を履修するためには、下記の履修要件を満たさな
ければなりません。
1）「基礎看護学実習Ⅰ（コミュニケーション実習）」（2年次前期実施予定）
「看護学概論」、「基礎看護学方法論Ⅰ（生活援助技術）」、「基礎看護学方法論Ⅱ（診療補助技術）」、
および「ヒューマンケアリング論Ⅰ（基礎）」の単位をすべて修得していること。

2）「基礎看護学実習Ⅱ（看護過程実習）」（2年次後期実施予定）
下記のa）b）両方の条件を満たしておくこと。

　a）「基礎看護学実習Ⅰ（コミュニケーション実習）」、「看護過程Ⅰ（看護過程の基本）」および「フィジカルアセ
スメント」の単位を修得していること。

　b）「看護過程Ⅱ（応用）」および「ヒューマンケアリング論Ⅱ（応用）」において、〔未履修登録の科目〕または
〔F評価となった科目〕がないこと。
3）臨地実習（3年次後期）
1年次から3年次前期までに開講される【専門基礎分野】【専門分野Ⅰ】および【専門分野Ⅱ】において
すべての必修科目の単位を修得していること。

※　４）に関する申し合わせ事項：
　　次の 1・2 の条件により不合格となった実習科目が原則 1 科目の場合は、4 年次の「看護学総合実習」
　　の履修を認める。
１. 感染症（疑い含む）や自然災害、忌引きや施設側の事情による実習中止で実習不合格となった場合
２. 実習施設が確保できない等の理由で、当該年度に補習実習が実施できなかった場合
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（2019年度以降の入学生）

　2 年次から開講される各実習科目ならびに一部の講義科目を履修するためには、下記の履修要件を満たさな
ければなりません。
1）「基礎看護学実習Ⅰ（コミュニケーション実習）」（2年次前期実施予定）
「看護学概論」、「基礎看護学方法論Ⅰ（生活援助技術）」、「基礎看護学方法論Ⅱ（診療補助技術）」、およ
び「ヒューマンケアリング論Ⅰ（基礎）」の単位をすべて修得していること。

2）「基礎看護学実習Ⅱ（看護過程実習）」（2年次後期実施予定）
下記のa）b）両方の条件を満たしておくこと。

　a）「基礎看護学実習Ⅰ（コミュニケーション実習）」、「看護過程Ⅰ（看護過程の基本）」および「フィジカルアセ
スメント」の単位を修得していること。

　b）「看護過程Ⅱ（応用）」および「ヒューマンケアリング論Ⅱ（応用）」において、〔未履修登録の科目〕または
〔F評価となった科目〕がないこと。
3）臨地実習（3年次後期）
1 年次から3 年次前期までに開講される【専門基礎分野】【専門分野Ⅰ】および【専門分野Ⅱ】においてす
べての必修科目の単位を修得していること。

4）「看護学総合実習」（4年次前期）
3年次後期に開講される実習科目において、すべての単位を修得していること。ただし、別途定めた条件（※）
により、不合格となった実習科目が原則 1科目の場合は、その限りではない。

5）「公衆衛生看護学実習」（4年次後期）※保健師コース履修者のみ
3 年次後期に開講される実習科目において、すべての単位を修得していること。

6）「ヒューマンケアリング論Ⅱ（応用）」（２年次後期）
「基礎看護学実習Ⅰ（コミュニケーション実習）」の単位を修得していること。
7）「ヒューマンケアリング論Ⅲ（統合）」（4年次前期）
「看護学総合実習」を履修登録していること。
8）「看護過程Ⅱ（応用）」（2年次後期）
「看護過程Ⅰ（看護過程の基本）」の単位を修得していること。

　2 年次から開講される各実習科目ならびに一部の講義科目を履修するためには、下記の履修要件を満たさな
ければなりません。
1）「基礎看護学実習Ⅰ（コミュニケーション実習）」（2年次前期実施予定）
「看護学概論」、「基礎看護学方法論Ⅰ（生活援助技術）」、「基礎看護学方法論Ⅱ（診療補助技術）」、
および「ヒューマンケアリング論Ⅰ（基礎）」の単位をすべて修得していること。

2）「基礎看護学実習Ⅱ（看護過程実習）」（2年次後期実施予定）
下記のa）b）両方の条件を満たしておくこと。

　a）「基礎看護学実習Ⅰ（コミュニケーション実習）」、「看護過程Ⅰ（看護過程の基本）」および「フィジカルアセ
スメント」の単位を修得していること。

　b）「看護過程Ⅱ（応用）」および「ヒューマンケアリング論Ⅱ（応用）」において、〔未履修登録の科目〕または
〔F評価となった科目〕がないこと。
3）臨地実習（3年次後期）
1年次から3年次前期までに開講される【専門基礎分野】【専門分野Ⅰ】および【専門分野Ⅱ】において
すべての必修科目の単位を修得していること。

※　４）に関する申し合わせ事項：
　　次の 1・2 の条件により不合格となった実習科目が原則 1 科目の場合は、4 年次の「看護学総合実習」
　　の履修を認める。
１. 感染症（疑い含む）や自然災害、忌引きや施設側の事情による実習中止で実習不合格となった場合
２. 実習施設が確保できない等の理由で、当該年度に補習実習が実施できなかった場合
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【保健師コース履修者のみ】
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　2 年次から開講される各実習科目ならびに一部の講義科目を履修するためには、下記の履修要件を満たさな
ければなりません。
1）基礎看護学実習（2年次前期実施予定）
「看護学概論」「基礎看護学方法論Ⅰ」「基礎看護学方法論Ⅱ」において〔未履修登録の科目〕または、
〔F評価となった科目〕がないこと。
2）看護過程実習（2年次後期実施予定）　※a）b）両方の条件を満たしておくこと。
　a）「基礎看護学実習」の単位を修得していること。
　b）「看護過程」を履修し、履修規定第 10 条第 3項に定める試験の受験資格を有しておくこと。
3）臨地実習（3年次後期～4年次前期）　※a）b）c）すべての条件を満たしておくこと。
　a）「基礎看護学実習」「看護過程実習」の単位を修得していること。
　b）1～3年次前期までの必修科目において、不合格科目が 3科目以内であること。
　c）「専門基礎分野」、「専門分野Ⅰ」「専門分野Ⅱ」および「統合分野」の小区分において不合格科目が 1
科目以内であること。

4）看護学総合実習（4年次前期）
3年次後期に開講される実習科目のうち、不合格科目（D評価・F評価）が 1科目以内であること。

5）「ヒューマンケアリング論Ⅱ」（２年後期）
「基礎看護学実習」の単位を修得していること。

　2 年次から開講される各実習を履修するためには、先行して履修すべき科目の単位を修得し、かつ、各実習
におけるオリエンテーションに出席しなければなりません。
1）基礎看護学実習（2年次前期実施予定）
「看護学概論」「基礎看護学方法論Ⅰ」「基礎看護学方法論Ⅱ」の単位を修得済みであること。
2）看護過程実習（2年次後期実施予定）
「基礎看護学実習」の単位を修得し、かつ「看護過程」を履修し、履修規程第 10 条第 3 項に定める試
験の受験資格を有しておくこと。

3）臨地実習（3年次後期～4年次前期）　※a）b）の両方を満たしておくこと。
　a）「基礎看護学実習」「看護過程実習」の単位を修得済みである。
　b）1～3 年次前期に修得すべき必修科目のうち、不合格科目が 3 科目以内であること。但し、全体の不合
格科目数が 3 科目以内であっても、専門基礎分野、専門分野Ⅰ・Ⅱおよび統合分野の小区分において不合
格科目が 2科目以上ある場合は、臨地実習を受講することはできない。

4）看護学総合実習（4年次前期）
3年次後期に開講される実習科目のうち、不合格科目（D評価・F評価）が 1科目以内であること。

4）「看護学総合実習」（4年次前期）
3 年次後期に開講される実習科目において、すべての単位を修得していること。ただし、別途定めた条件※
により、不合格となった実習科目が原則 1科目の場合は、その限りではない。

5）「ヒューマンケアリング論Ⅲ（統合）」（4年次前期）
「看護学総合実習」を履修登録していること。
6）「看護過程Ⅱ（応用）」（2年次後期）
「看護過程Ⅰ（看護過程の基本）」の単位を修得していること。

※　４）に関する申し合わせ事項：
　　次の 1・2 の条件により不合格となった実習科目が原則 1 科目の場合は、4 年次の「看護学総合実習」
　　の履修を認める。
１. 感染症（疑い含む）や自然災害、忌引きや施設側の事情による実習中止で実習不合格となった場合
２. 実習施設が確保できない等の理由で、当該年度に補習実習が実施できなかった場合
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［2022年度以降入学生］［2018～2021年度入学生］

（地域ケアシステム）
（地域保健計画）

（※）。

【a）b）両方の条件を満たしておくこと】

【a）b）の両方を満たしておくこと】

【a）b）c）すべての条件を満たしておくこと】
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　2 年次から開講される各実習科目ならびに一部の講義科目を履修するためには、下記の履修要件を満たさな
ければなりません。
1）基礎看護学実習（2年次前期実施予定）
「看護学概論」「基礎看護学方法論Ⅰ」「基礎看護学方法論Ⅱ」において〔未履修登録の科目〕または、
〔F評価となった科目〕がないこと。
2）看護過程実習（2年次後期実施予定）　※a）b）両方の条件を満たしておくこと。
　a）「基礎看護学実習」の単位を修得していること。
　b）「看護過程」を履修し、履修規定第 10 条第 3項に定める試験の受験資格を有しておくこと。
3）臨地実習（3年次後期～4年次前期）　※a）b）c）すべての条件を満たしておくこと。
　a）「基礎看護学実習」「看護過程実習」の単位を修得していること。
　b）1～3年次前期までの必修科目において、不合格科目が 3科目以内であること。
　c）「専門基礎分野」、「専門分野Ⅰ」「専門分野Ⅱ」および「統合分野」の小区分において不合格科目が 1
科目以内であること。

4）看護学総合実習（4年次前期）
3年次後期に開講される実習科目のうち、不合格科目（D評価・F評価）が 1科目以内であること。

5）「ヒューマンケアリング論Ⅱ」（２年後期）
「基礎看護学実習」の単位を修得していること。

　2 年次から開講される各実習を履修するためには、先行して履修すべき科目の単位を修得し、かつ、各実習
におけるオリエンテーションに出席しなければなりません。
1）基礎看護学実習（2年次前期実施予定）
「看護学概論」「基礎看護学方法論Ⅰ」「基礎看護学方法論Ⅱ」の単位を修得済みであること。
2）看護過程実習（2年次後期実施予定）
「基礎看護学実習」の単位を修得し、かつ「看護過程」を履修し、履修規程第 10 条第 3 項に定める試
験の受験資格を有しておくこと。

3）臨地実習（3年次後期～4年次前期）　※a）b）の両方を満たしておくこと。
　a）「基礎看護学実習」「看護過程実習」の単位を修得済みである。
　b）1～3 年次前期に修得すべき必修科目のうち、不合格科目が 3 科目以内であること。但し、全体の不合
格科目数が 3 科目以内であっても、専門基礎分野、専門分野Ⅰ・Ⅱおよび統合分野の小区分において不合
格科目が 2科目以上ある場合は、臨地実習を受講することはできない。

4）看護学総合実習（4年次前期）
3年次後期に開講される実習科目のうち、不合格科目（D評価・F評価）が 1科目以内であること。

4）「看護学総合実習」（4年次前期）
3 年次後期に開講される実習科目において、すべての単位を修得していること。ただし、別途定めた条件※
により、不合格となった実習科目が原則 1科目の場合は、その限りではない。

5）「ヒューマンケアリング論Ⅲ（統合）」（4年次前期）
「看護学総合実習」を履修登録していること。
6）「看護過程Ⅱ（応用）」（2年次後期）
「看護過程Ⅰ（看護過程の基本）」の単位を修得していること。

※　４）に関する申し合わせ事項：
　　次の 1・2 の条件により不合格となった実習科目が原則 1 科目の場合は、4 年次の「看護学総合実習」
　　の履修を認める。
１. 感染症（疑い含む）や自然災害、忌引きや施設側の事情による実習中止で実習不合格となった場合
２. 実習施設が確保できない等の理由で、当該年度に補習実習が実施できなかった場合
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［2022年度以降入学生］［2018～2021年度入学生］

（地域ケアシステム）
（地域保健計画）

（※）。

選考は面接・筆記試験を行い、「保健師選択コース志望申請書」、日頃の学習態度等を 
加味して総合的に評価する。

「保健師選択コース志望申請書」の受付、選考日（面接及び筆記試験日）、コース履修許可
者の発表日については、学年暦を確認してください。

おりです。なお、公衆衛生看護学実習は、3 年次後期に開講される実習科目においてすべての
単位を修得しているものに履修が認められます（※）。
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　近年、日本に滞在する外国人が増加しつつある中で、日本の政府が医療観光に力を入れ始めています。

一方、受け入れる病院側では、外国人患者に適切なケアを提供するための外国語力や多文化理解が不足し

ている状況が懸念されている背景を踏まえ、多文化への理解、語学（英語）力、コミュニケーション力を

備えた看護職を目指す事を目的としたコースです。

＜多言語医療支援コースとは＞

8

40

　

［2022年度以降入学生］［2018～2021年度入学生］

コースの履修を申請する場合は、下記の 2 つのことが要件となります。
①　 １年時後期の申請書提出時までに CEFR B1 の英語力を証明できる資格を持

つこと。（例：実用英語技能検定２級、TOEIC 550点以上、GTEC 960点以上、
その他）

②　 Pre-Nursing English Ⅰ（1 年次前期）＆ Pre-Nursing English Ⅱ（1 年次後期）
の単位を修得すること。
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　近年、日本に滞在する外国人が増加しつつある中で、日本の政府が医療観光に力を入れ始めています。

一方、受け入れる病院側では、外国人患者に適切なケアを提供するための外国語力や多文化理解が不足し

ている状況が懸念されている背景を踏まえ、多文化への理解、語学（英語）力、コミュニケーション力を

備えた看護職を目指す事を目的としたコースです。

＜多言語医療支援コースとは＞

8

40

　

［2022年度以降入学生］［2018～2021年度入学生］
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手　続　き コース修了に必要な科目

多言語医療支援コース希望調査書を提出

【後期】多言語医療支援コース履修申請書
　　　を提出

【前期】 Practical English Ⅰ
　　　 Pre-Nursing English Ⅰ

【後期】 Practical English Ⅱ
　　　 Pre-Nursing English Ⅱ

【後期】外部検定試験を受験

【後期】多言語医療支援コースの選考・選抜

【後期】TOPEC看護英語試験を受験

合 格

卒業年次までに合格証を提出

多言語医療支援コース修了証を取得

＊入学から1週間以内

【前期】
Stories from Non-Japanese Patients

【後期】
Cross Cultural Communication Strategies（曰佐）

【前期】 English for Nursing Ⅰ

【後期】 English for Nursing Ⅱ

【前期】
English for Nursing Ⅲ
Intercultural Communication（曰佐）

１ 

年 

生

２
年
生

３
年
生

４
年
生

表1　多言語医療支援コース履修の流れ

49



42

履
　
修

表 2　＜コース履修に必要な科目＞
* コース履修において必修だが、卒業要件としては「選択」の単位として加算する。

学年 開講期 科目名 単位

1 前期
Practical English Ⅰ（大学英語の入門） 1

*Pre-nursing English Ⅰ（Health Professionals） 1

1 後期
Practical English Ⅱ（自己表現力） 1

*Pre-nursing English Ⅱ（Healthy Living） 1

2 前期 English for Nursing Ⅰ（Patient Assessment) 1

2 後期 *English for Nursing Ⅱ（Patient Care) 1

3 前期
*English for Nursing Ⅲ（Patient Education) 1
＊1 Intercultural Communication 2

4 前期 *Stories from Non-Japanese Patients 1

4 後期 ＊1 Cross Cultural Communication Strategies 2
＊1 の科目は福岡女学院大学国際キャリア学部（福岡市南区曰佐）の開講科目です。
この科目の「履修年次」は本学で設定している「履修年次」と異なります。この科目に
ついては表 3 のように読み替えを行う。

表 3

看護大学開講科目 （履修年次）国際キャリア学部開講科目 （履修年次）

Intercultural Communication （３年） Intercultural Communication （2 年）

Cross Cultural Communication 
Strategies （4 年） Communication Strategy （2 年）

5)　コース修了要件
以下の要件を満たした者には、卒業時にコースの修了証書を発行します。
・１年次後期に外部検定試験を受験し、多言語医療支援コースに所属してること。
・コースに必要な科目の単位をすべて修得していること。
・ 日本医学英語検定試験 * ３級または TOPEC 看護英語試験 ** 合格を卒業年次までに取得して

いること。（※３年次に受験することを推奨します。）
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＜GPAを用いた修学支援制度について＞
①　通算GPAが2.0未満の学生や特定の科目で不合格となった学生に対し、面談及び修学指導をおこない
ます。また、下記に該当する場合は保護者を含めた面談を実施することがあります。
・通算GPAが著しく低く、単位の修得状況が芳しくない
・卒業判定に影響があると判断した場合

②　福岡女学院看護大学履修規程第15条第３項により、年度GPAが著しく低い学生に対し退学勧告をお
こなうことがあります。詳細については「福岡女学院看護大学履修規程運用細則」に定めているとお
りです。
GPA制度は個々の学修評価を可視化して、学生の皆さんの学習意欲向上を図るためのものであり、
退学勧告を主たる目的としていません。面談及び修学指導の結果、学習改善に向けた意欲が確認でき
れば引き続き修学することが可能です。ただし、「面談の呼び出しに応じない」「面談後も学習改善
に向けた意欲が見られない」などの場合は退学勧告の対象となることがあります。
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